
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党久喜市議団  №105 

市議団ニュース 

連 絡 先           2015年１１月２９日号 

杉野 修   58－9010  渡辺昌代 21－9058 

石田利春 52－7260  平間益美 23－9519 

【議員団控室（市役所4F）の住所・久喜市下早見８５－３】  

「日本共産党久喜市議団ブログ」更新中です 

 

 

 

１ 本町８丁目および久喜北陽高校西門周辺は少しの

雨でも冠水する。対策を講じるべきである。 

２ 第６期介護保険事業計画について進捗状況と課題

を伺う。 

 

 
 

 

１ 今年度の学校・公園・工業団地緑地帯の除草作業

はどうであったか。改善が必要では。 

２ 市民が生涯学習などで作った作品を展示できる場

所を提供すべきでは。 

３ 生活困窮者自立支援の取り組み枠を拡げ、低所得

者、生活困窮者の対策にもっと力を入れるべき。 

４ 市内各地で行なわれる祭り等の出店料（道路使用

料）の改善策を 

1 地下水位低下工法による液状化対策事業が着

手された。課題について問う。 

2 水道水で「にごり水」が栗橋地区で発生。危機

管理体制などについて問う。 

3 各総合支所にある建設課の統合は市民サービ

スの低下となる中止すべき。 

4 国民健康保険税の引き下げを実施すべき 

5 県立小児医療センター移転に伴う、診療体制に

ついて 

 
 

１ 東鷲宮駅東側での金融機関の再開に努力を 

２ 鷲宮運動広場にトイレと水はけ改善対策を 

３ 公共事業で働くすべての労働者に適正な労務

単価を 

４ 粗大ごみのリサイクル事業の早期検討を 

５ マイナンバー制度導入による問題解決を図れ 

一
般
質
問
を

通
告
し
ま
し
た 

 

 

議員団でも、全国で同じ署名を集めて

いる「戦争法の廃止を求める統一署名」

に取り組んでいます。是非ご協力をお願

い致します。 

 

 

戦争法廃止の政府を！ 

署名二千万人を目標に 

十
一
月
定
例
会
が
始
ま
り
ま
す 

平間ますみ 

渡辺まさよ 

１２
月
１
日
か
ら
久
喜
市
議
会
「
１１
月
定

例
会
」
が
始
ま
り
ま
す
。
２４
日
に
は
告
示

さ
れ
議
案
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。 

議
案
は
22
件
。
報
告
が
２
件
で
す
。 

一
般
質
問
は
、
４
日
、
７
，
８
，
９
日

の
予
定
で
、
最
終
日
は
12
月
２４
日
で
す
。 

石
田
と
し
は
る 

都市計画の変更箇所図面 

杉
野
お
さ
む 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入 

関
連
議
案
も 

 

議
案
で
は
、
税
条
例
の
改
正
や
、

介
護
保
険
条
例
、
国
民
健
康
保
険
条

例
な
ど
で
税
番
号
の
利
用
に
関
す
る

改
正
が
提
案
さ
れ
ま
す
。 

  

総
合
振
興
計
画
、 

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
も 

 

理
科
大
学
跡
地
の
開
発
計
画
や
、
菖
蒲

の
ご
み
焼
却
場
・
「
市
民
の
森
」
計
画
な

ど
新
た
な
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ら
を
進
め
る
た
め
に
は
、
現
在

の
都
市
計
画
な
ど
の
変
更
が
必
要
と
な

り 

    

り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
市
民
の

合
意
と
納
得
も
必
要
で
す
。 

今
回
の
議
会
に
は
理
科
大
周
辺
の
地

元
か
ら
請
願
も
出
さ
れ
て
お
り
、
市
民

合
意
を
巡
る
慎
重
な
審
査
が
必
要
で

す
。 

   

理
科
大
跡
地
、
住
居
系
か
ら

「
産
業
系
ゾ
ー
ン
」
に
変
更 

 

菖蒲清掃センター 
市民の森予定地 

久喜駅 

１２５号 

白岡菖蒲インター 

東
武
日
光
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行政視察を行ないました 党議員団 11月 9～11日 

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
発

祥
の
地
広
島
県
尾
道
市
に
「
み
つ
ぎ
方

式
」
の
視
察
研
修
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。 み

つ
ぎ
総
合
病
院
で
は
介
護
保
険

が
ス
タ
ー
ト
す
る
以
前
か
ら
、
病
院
が

核
と
な
り
、
訪
問
看
護
、
リ
ハ
ビ
リ
を

含
む
「
医
療
の
出
前
」
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
前
病
院
長
で
あ
る
山

口
先
生
が
、
一
命
を
救
っ
た
患
者
が
重

度
の
床
ず
れ
な
ど
で
再
入
院
し
て
く

る
現
実
か
ら
「
医
療
で
患
者
の
病
は
治

し
て
も
、
人
を
見
る
医
療
を
し
て
い
な

か
っ
た
」
と
気
づ
き
、
地
域
包
括
ケ
ア

の
構
築
を
進
め
た
こ
と
が
発
端
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
が

そ
れ
ぞ
れ
個
々
に
患
者
に
関
わ
っ
て

進
め
て
い
た
ケ
ア
を
、
連
携
さ
せ
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
病
院

内
に
作
っ
て
い
ま
す
。
病
院
内
に
は
、

行
政
部
門
で
あ
る
保
健
セ
ン
タ
ー
を

持
た
せ
、
市
職
員
の
保
健
師
を
採
用

し
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
院
内
に
置

い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
介
護
施
設
（
特

養
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
）
も
併
設

し
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
顔
が
い
つ
も
見

え
て
い
ま
す
。 

 

在
宅
ケ
ア
を
軌
道
に
の
せ
る
た
め

の
患
者
一
人
一
人
の
ケ
ア
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
は
、
医
師
、
看
護
士
、

保
健
師
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
、
ケ
ア

マ
ネ
、
薬
剤
師
、
家
族
な
ど
必
要

と
思
わ
れ
る
多
種
職
の
方
が
集
ま

り
開
い
て
い
ま
す
。
現
在
の
久
喜

市
で
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま

さ
に
人
を
見
る
医
療
、
住
民
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
体
制

作
り
が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
、
久
喜
市
に
お
い
て
は
「
地

域
包
括
ケ
ア
」
を
ど
う
医
療
と
連

携
さ
せ
る
の
か
が
大
き
な
課
題
で

す
。 

 

は
重
量
に
換
算
す
る
と
、
１
２
３
ト
ン

に
も
な
り
ま
す
。 

販
売
拠
点
「
エ
コ
プ
ラ
ザ
」
は
図
書

館
と
併
設
さ
れ
、
価
格
は
５
０
０
円
と

千
円
で
限
定
販
売
、
以
外
だ
っ
た
の

は
、
区
内
在
住
、
在
勤
で
月
３
点
ま
で

と
購
入
者
に
条
件
を
つ
け
て
い
る
こ

と
で
す
。
持
ち
込
む
と
す
ぐ
売
れ
る
も

の
が
多
く
、
大
き
な
別
の
倉
庫
は
必
要

と
し
な
い
と
の
こ
と
で
す
。 

葛
飾
区
の
事
例
は
、
久
喜
市
で
も
す

ぐ
実
施
で
き
る
も
の
と
確
信
し
ま
し

た
。
久
喜
市
も
新
焼
却
場
の
設
計
に
入

る
前
に
、
粗
大
ご
み
の
「
リ
ュ
ー
ス
家

具
展
示
・
販
売
」
事
業
を
実
施
し
減
量

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

ご
み
減
量
で
成
果
を
上
げ
て
い
る

「
葛
飾
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
の

現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
事
業
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
、
粗
大
ゴ

ミ
集
積
は
、
民
間
施
設
２
か
所
に
設
置

し
、
毎
日
４
回
回
収
、
修
理
や
磨
き
を

か
け
、
販
売
で
き
る
製
品
に
し
ま
す
。

そ
れ
ら
を
販
売
拠
点
で
あ
る
「
エ
コ
プ

ラ
ザ
」
に
一
日
２
回
搬
入
。
ま
た
、
無

償
の
物
品
を
展
示
し
、
希
望
者
に
提
供

し
て
い
ま
す
。 

粗
大
ご
み
の
物
品
は
、
タ
ン
ス
、

机
・
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子
・
な
ど
。
電
気

製
品
は
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。
扱
っ
た
品

数
９
８
６
３
件
、
無
料
引
渡
し
２
３
７

９
件
、
有
償
７
２
３
２
件
、
売
れ
残
り

は
２
５
２
件
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
総
量

は 

 

 

日
本
共
産
党
久
喜
市
議
団
は
、
１１

月
９
日
か
ら
１１
日
の
２
泊
３
日
で

地
域
医
療
・
福
祉
、
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
な
ど
の
分
野
で
先
進
事
例
と
な

っ
て
い
る
３
自
治
体
を
視
察
し
ま

し
た
。
議
員
団
は
、
こ
の
成
果
を
ま

と
め
、
久
喜
市
の
行
政
に
生
か
し
て

い
こ
う
と
決
意
し
て
い
ま
す
。 

     

 

 

福
岡
県
大
牟
田
市
「
地
域
認
知
症
ケ
ア

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
」
座
学
と
「
高

齢
者
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
し
ま

し
た
。
大
牟
田
市
は
現
在
１２
万
人
の
人

口
。
高
齢
者
数
は
４
万
人
を
超
え
、
高
齢

化
率
は
３
３
．
４
％
で
、
毎
年
１
％
ず
つ

増
え
２
０
２
０
年
が
ピ
ー
ク
に
な
る
と

推
計
し
て
い
ま
す
。 

「
地
域
認
知
症
ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
事
業
」
は
、
「
介
護
保
険
制
度
は
、

安
心
で
満
足
の
い
く
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
な
け
れ
ば
、
だ
れ
も
が
保
険
料
負
担

に
理
解
を
示
す
は
ず
が
な
い
」
こ
の
考
え

を
基
本
と
し
て
協
議
会
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
認
知
症
の
人
を
地
域
全
体
で
支

え
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
家
や
地
域
で
、
安
心
し
て
豊
か
に

暮
ら
し
続
け
る
、
そ
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ

な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

の
一
つ
に
「
地
区
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト 

 

 

ワ
ー
ク
」
が
あ
り
太
牟
田
警
察
署
を
窓
口 

と
し
１
８
の
企
業
・
団
体
が
参
加
し
て
い

ま
す
。「
発
見
ま
で
３
日
、
４
日
か
か
れ
ば

命
を
な
く
す
危
機
が
あ
る
。
徘
徊
者
は
短

時
間
で
発
見
」
と
の
考
え
で
、
毎
年
模
擬

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

座
学
の
後
、
特
養
ホ
ー
ム
を
視
察
し
ま

し
た
。
地
域
密
着
型
小
規
模
多
機
能
ホ
ー

ム
は
、「
通
っ
て
」「
泊
ま
っ
て
」「
時
に
は

訪
問
を
受
け
ら
れ
る
」
と
て
も
便
利
な
ケ

ア
で
す
。
９２
歳
の
女
性
の
と
こ
ろ
に
は
一

日
に
４
か
ら
５
回
訪
問
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
高
齢
者
の
方
が
本
当
に
安
心

で
き
る
体
制
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。 

視
察
を
行
っ
て
認
知
症
対
策
・
徘
徊
対

策
は
「
行
政
と
地
域
そ
し
て
事
業
者
が
関

わ
っ
た
政
策
を
と
る
こ
と
が
い
か
に
大
事

で
あ
る
か
」
久
喜
市
も
先
進
事
例
を
研

究
・
調
査
し
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と
感

じ
ま
し
た
。 

 

大
牟
田
市 

葛
飾
区 

尾
道
市 

搬入された家具などを職員が直している 

施
設
担
当
者
か
ら
説
明
を
う
け

る
議
員
団 

講
義
、
懇
談
の
あ
と
職
員
さ
ん
た
ち
と

記
念
の
一
枚
。
大
歓
迎
に
感
謝
で
す
。 


